








We practiced the class that utilized the teaching materials developed by us “the large size compass” in learning activ-
ities to examine “the movement of the sun and the shadow” in third-grade elementary school, and inspected the teach-
ing materials and the class. As a result, it was found that was effective: 1) that method was easy to use, easy to observe, 
2) it was easy to organize the results and the movement of the sun and the shadow was easy to arrest from the results 
obtained.
Keywords: movement of the sun and shadow,   classroom practice,   teaching materials development,   














The Class Practice that Utilized the Development of Teaching Materials “the Large Size Compass”:

















































































































































































授業実践は，2014年 11月に東京都内公立小学校，第 3学年，34名を対象に，10時・12時・14時の 3回，
同校の屋上で行った。授業者は筆者の一人であり，また，活動についての説明は一斉指導で行い，その後の
観測活動はグループ（4～ 5人編成・8グループ）に分かれて活動に取り組んだ。なお，各活動に数分間を





































図 10　整理した観察記録例 図 11　重ね合わせた観察記録
図 12　結果についての話し合い活動①
図 13　結果についての話し合い活動② 図 14　結果についての話し合い活動③
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４．６　活動に対する子どもの感想等
活動中ならびに終了後に，各グループに回ったり個別に質問したりして，今回の活動についての感想を聞
いた。それらをまとめたものが図 15である。
図 15　活動に対する子どもの感想
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５．結果と考察（片岡）
本研究では，筆者らが開発した「方位盤」を使って太陽と影の動きを調べる授業実践を行い，その有効性
等の検証を行った。その結果，下記のような成果ならびに課題を得た。
５．１　観測方法について
一つめに，方位盤を使った観測方法は，子どもたちの感想から読み取れるように，方位盤の使い方に慣れ
ていたり，新たに追加された器具の扱いが簡単であったりしたこともあり，子どもたちにとって操作がしや
すく容易に観測をすることができた。また，一緒に考案した記録方法等についても，子どもたちからよい評
価が得られており，授業全体を通した点から考えても，本実践で使用した観測器具は，適切であったと考える。
二つめに，棒の影全体の長さを記録する方法では，観測する季節によって，影が長すぎて記録用紙からは
み出してしまい，適切な記録がとれないことが予想される。そのため，観測時期の季節を考慮することなく，
その時の太陽高度に合わせた観測を行うことができるように工夫する必要があった。そこで，影の長さを調
節するためにモールを使用したが，この取り付けたモールも，扱いやすさや強度面でも適切だったと考えら
れる。これについては，当初，輪ゴムを使用することを想定していたが，できる影の大きさが小さく，輪ゴ
ムによる影の位置を判別しにくいことからモールの使用へと変更した。モールでは，棒に比較的しっかりと
取り付けることができる，丸め方を工夫することで大きな影を作ることができる，スライドさせることで位
置を容易に変えることができる，といった利点も有効に働いた。このことから，今回の方法は，観測時期に
関係なく活動を行うことができる方法であることもわかった。
三つめに，屋上に並べられた方位盤は，どのグループのものもほぼ正しい方位に並べられていたことを確
認できた。モールの位置はグループによって多少異なるものの，影の位置を記録した黒色の紙がきれいに重
ね合わさることを授業者は期待していた。しかし，すべてはきれいに重ならなかった（図 11）。この要因と
して，風の影響を受けて丸棒が鉛直方向を維持できずに途中傾いてしまい，そのため正確な観測結果が得ら
れなかったグループがあったと考えられる。その後の観測結果を重ね合わせて，それを比較する活動場面で
は，全グループの重ね合わせた結果から影の動きについて大まかな傾向を読み取ることができた。特に支障
はきたさなかったが，風の影響の有無にかかわらず丸棒が鉛直方向を維持できるようにすることは，改善を
要する課題の一つである。
５．２　記録用OHPフィルムについて
一つめに，記録用紙として OHPフィルムを 4枚貼り合わせたものを使用したが，方位盤の大きさとも適
合していた。また，グループ活動を行う上でも適当な大きさだったと考える。そして，子どもだけでなく授
業者にとっても，比較的堅固で持ち運びも含めて扱いやすく，記録したり掲示したりする場面等で有効に活
用できることを実感することができた。
二つめに，貼り合わせに使用したビニルテープは，その幅が方位盤上に印刷されていた東西南北をつなぐ
黒色の十字線とほぼ同じ大きさであったことから，子どもの感想にあるように「黒色の線とビニルテープと
が重なるようにフィルムを載せる」と指示することで容易に方位盤上にセットすることができた。また，記
録用紙上の各方位を確認する点でもビニルテープの十字線は効果的に働いたのではないかと思われる。
三つめに，本実践では，グループ毎にビニルテープの色を変えたが，各グループの記録を比較する際，ビ
ニルテープの色によってグループを判別することにも利用できた。そのためグループ番号を書き込む必要が
なく，見やすくてシンプルな記録用紙となったのではないかと考えられる。
四つめに，各グループの結果の重ね合わせでは，方位のほかに，四隅が重なるように留意するだけで容易
に 8枚の記録を重ね合わせることができた。また，8枚を重ねてもすべてのグループの結果を反映すること
ができる透過度であった。そのため，「自分たちの記録は 2回分しかなかったけれど，みんなの結果を重ね
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合わせると，太陽や影の動き方がよくわかった」という感想にあるように，太陽や影の動き方の傾向を読み
取るうえで有効な記録用紙であったことがうかがえる。
五つめに，重ね合わせた 8枚の記録は，手にしたときはある程度の重さを感じるものであったが，大型の
クリップタイプのマグネット 2個を使って黒板等に掲示することができた。また，クリップで挟んだまま移
動させたり，掲示したりすることも容易であった。このように移動や掲示方法が簡単なため，任意の場所や
位置に提示することができ，「黒板に磁石で貼られた重ね合わせた記録は見やすかった」と，学級全体での
話し合い活動等で手軽に使用できることが実感できた。
５．３　カラーシールについて
一つめに，影の位置や太陽の向きの記録にカラーシールを使用したが，子どもにとって，グループで協働
して OHPフィルム上に短時間で簡単に記録することができる方法であることを確認できた。また，簡単に
フィルムに貼ったり貼り直したりすることもできた。
二つめに，観測時刻毎にカラーシールの色を変えたり，太陽の向きの記録では赤色のカラーシールを付け
加えたりしたが，それによって子どもたちは，それぞれの結果を色や枚数で容易に見分けることができた。
そして，記録の整理方法と併せて，影の位置の変化や太陽の動きの様子を時間的に調べたり，両者を比較し
たりすることが視覚的にも容易となったと考えられる。
５．４　結果の整理方法について
一つめに，各時刻のカラーシールと OHPフィルムの中央とを黒色棒状の紙および赤色矢印の紙で結んで
結果を整理したが，これは東京書籍（2015）の教科書を参考に考案したものである（図 1）。作業に対しては，
はじめは個別対応を要したグループもあったが，具体的な方法が理解できたあとは，どのグループも円滑に
作業を進めていくことができた。
二つめに，黒色の棒は，「本物の影のように見えた」と，子どもにとって実際にフィルム上にできた丸棒
の影のイメージの再現化を図る上でも有効だったと考えられる。また，赤い矢印についても，「（矢印の先）
の方に太陽が見えていたということがわかりやすかった」という子どもたちからの反応から，影と対比しな
がら太陽が見えた向きやその動きをイメージする上で有効に働いていたことが推測できる。
５．５　得られた結果について
一つめに，グループ毎の観測結果ならびに 8グループのもの
を重ね合わせた結果からは，「太陽の反対側に棒の影ができて
いることがわかった」「1回目，2回目，3回目と順に見ていくと，
太陽は東から西へ，影はその反対に動いていっていることがよ
くわかった」「自分たちの記録は 2回分だったが，全グループ
の結果を重ね合わせると太陽や影の動き方がよくわかった」と，
「影の動き方」「太陽の動き方」「太陽と影との関係」をわかり
やすくとらえることができる資料となり，学習のねらいに迫る
ことができる有効な教材になったと考える。
二つめに，8グループの結果が完全に重ね合わさらなかった。
その理由として，前述したように風の影響を受けて丸棒が傾い
てしまったグループがあったことに加えて，子どもたちの観測
精度が十分でなかったことが考えられる。具体的には，図 16
において，理想的には赤色の矢印と黒色の棒とは中心を通って
それぞれが一直線になるところが，実際の結果は少しずれたも
図 16　一直線とならなかった記録例
（太陽の向き・中心・影の位置）
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のとなってしまった。これは，遮光板を通して見えた太陽を指さし，その方向を見取りながらフィルム上に
記録した方法では誤差が少なくなく，太陽が見えた向きを正確に記録できなかったと推測できる。この点も，
改善を要する課題のひとつである。
６．おわりに（片岡）
「方位盤」を使って，太陽と影の動きを調べる授業実践を行い，その有効性等について検証した結果，
○方位盤や OHPフィルム，カラーシールを使用した観測方法は簡単で，観測がしやすい。
○  OHPフィルム上に棒状の色紙を直接貼り付けることで結果の整理が容易にでき，またそれらを重ね合
わせて得られた結果からは，太陽および影の動き方がとらえやすい。
という点で有効であることがわかった。
一方，下記のような課題・改善点が挙げられる。
○ 丸棒が風の影響を受けて傾いたことに対しては，ゴム栓だけでなく方位盤の中央部にも丸棒を差し込む
穴を空けて，丸棒の挿入部分を長くすることで安定度を増すよう改善を図る。
○練習活動を設定することで観測活動に習熟させ，子どもたちの観測精度の向上を図る。
○ 太陽の向きの観測活動において，太陽を指した指先に錘を付けた紐をつけさせ，それを鉛直方向に下ろ
した位置を記録する方法への変更を検討する。
今後，これらの課題解決・改善に向けて取り組み，さらに実践的な研究を行っていきたいと考えている。
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注
１） ここでは，おもに東京書籍（2015），大日本図書（2015），教育出版（2015）の教科書に掲載されている
太陽とかげの動きの観測方法について検討をした。
２） 教科書では，「観測」ではなく，「観察」という言葉を使用している。
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